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１ 

令和４年度９月補正予算案 

Ⅰ 規 模 

一 般 会 計          ９８億８，８２４万円 

特 別 会 計          ２５億５，３１８万円 

    企 業 会 計             ５，７１０万円 

総       額        １２４億９，８５２万円 

※別に債務負担行為 １０２億８，４７０万円を設定 

Ⅱ 補正予算案の概要

１ 一般会計補正予算案  ９８億８，８２４万円 

（１）新型コロナウイルス感染症に対応する本市の支援策 ８５億６，２５０万円 

ア 物価高騰等に対応した相談支援付き食料支援事業    １，０００万円 

コロナ禍、物価高騰の影響を受け支援を必要としている世帯に対し、自立支援相

談や地域の見守りネットワーク等につなげるため、相談支援付き食料支援（フード

パントリー）の実施に要する経費。 

イ 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業  ５８億３，７００万円 

新型コロナウイルス感染症のオミクロン株対応ワクチン接種について、追加接種

の迅速かつ円滑な推進に要する経費。

ウ 新型コロナウイルス感染症自宅療養者支援事業  １０億４，２５０万円 

自宅療養者に必要となる食料品・日用品等の支援や、パルスオキシメーター等の

貸与のほか、医療支援体制を整備する経費。 

エ 保健所機能強化事業   ７億円 

第 7 波以降の感染者急増に対応するため、保健所業務のうち「相談ナビダイヤ

ル」、「ファーストタッチ・健康観察」業務のアウトソーシング拡充に要する経費。

オ 新型コロナウイルス感染症クラスター発生施設等への医療支援事業 

８，８００万円 

クラスターの発生した高齢者施設・障害者施設・医療機関等において、入院加療

を要しない軽症・無症状の陽性者が施設での療養を継続するため、医療従事者の派

遣等の医療的支援を実施する経費。 



２ 

カ 感染症対策事業 ４億８，９００万円 

コロナ感染症の陽性者が医療機関に入院した場合の医療費（自己負担分）につい

て、法律に基づく公費負担の支払いに要する経費。 

キ 新型コロナウイルス感染症検査事業 ３億２，４００万円 

医療機関で実施するコロナ感染症にかかる行政検査費用（自己負担分）について、

法律に基づく公費負担の支払いに要する経費。 

ク 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付事業  ７，２００万円 

国が給付金の申請受付期間を３か月延長（R４.６まで→R４.９まで）したことに

伴い、増加が見込まれる給付費等に要する経費。 

（２）政策経費等 ９億３，３７９万円 

ア 商店街等における火災及び自然災害からの再開支援事業 ３，８４０万円 

商店街等の被災事業者を支援するため、事業再開に必要な店舗移転経費や賃借料

の補助に要する経費。 

イ 緊急火災予防対策事業 ２，０００万円 

旦過地区における大規模火災を受け、緊急の火災予防対策として、市内の木造飲

食店等に対する防火指導強化に要する経費。

ウ 「希望のまちプロジェクト」応援クラウドファンディング事業 

 ３，３６０万円 

「希望のまちプロジェクト」拠点施設整備への支援費用の一部を募るクラウドフ

ァンディングの実施に要する経費。 

エ ＥＶバス導入支援事業                ５，７１０万円 

PCB 廃棄物処理事業の継続に伴う、若松区を中心とした地域振興策の一環とし

て、脱炭素の取組を行う交通局の EV バス導入の支援に要する経費。 

オ ＰＣＢ廃棄物処理事業継続に係る地域振興策検討事業    ２００万円 

PCB 廃棄物処理事業の継続に伴う、若松区を中心とした地域振興策を実施して

いくために必要な地域の課題や要望の調査に要する経費。 

カ ＧＸ（ｸﾞﾘｰﾝﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）推進のための調査研究事業 ２，０００万円 

ＧＸ（ｸﾞﾘｰﾝﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）を切り口にした本市のまちづくりを検討するため、

市内企業等の現状把握や先進事例の調査等に要する経費。 

キ 北九州国際映画祭関連事業 ２，０００万円 

令和 5 年度に開催予定の「（仮称）北九州国際映画祭」について、上映作品の選

定や関連イベント実施等に要する経費。 

ク ブレイキンワールドシリーズ開催事業 ３，０００万円 

令和５年２月に開催される「WDSF Breaking for Gold World Series in 北九

州」における開催地負担金及び PR に要する経費。 



３ 

ケ 客引き行為等の適正化に関する条例推進事業 １，３００万円 

9 月議会に議案を提出する「北九州市客引き行為等の適正化に関する条例」の周

知及び客引き行為等禁止区域内における巡視等に要する経費。 

コ マイナンバーカード交付円滑化・マイナポイント支援事業 １億３，０６６万円 

マイナンバーカードの普及促進を図るため、サテライトコーナー（折尾まちづく

り記念館）の増設や黒崎行政サービスコーナーでの申請受付を開始するほか、市民

センターでの出張申請やマイナポイント申込み窓口体制の拡充等に要する経費。 

サ 障害福祉分野におけるロボット等導入支援事業       ３８３万円 

障害福祉現場における介護業務の負担軽減等を推進するため、ロボット等導入費

用の一部を補助する経費。 

シ 学校統合等関連事業                 ６，０９０万円 

（他に債務負担２，７３０万円）

令和 5 年 4 月に門司区の小森江西小学校及び小森江東小学校が統合し、新しく

小森江小学校が開校するため、統合に伴う校舎の大規模改修や物品運搬等に要する

経費。 

ス 保育士等処遇改善対応事業              ５億４３０万円 

内閣府の子ども・子育て会議において決定された、令和４年１０月以降の保育士

等の処遇改善に要する経費。 

（３）公共事業関連  ３億９，１９５万円 

ア 本城資源化センター整備・維持管理事業  

（債務負担行為 １０２億３，６８０万円） 

老朽化した本城かんびん資源化センターを不燃系粗大ごみの破砕・金属回収の機

能を併せ持つ施設として、再整備するための経費及び運営維持管理に要する経費。 

イ 若松体育館等改修事業 １，６５０万円 

PCB 廃棄物処理事業の継続に伴う、若松区を中心とした地域振興策の一環とし

て、若松体育館、若松武道場、折尾スポーツセンターへの空調設備の導入及び照明

の LED 化の設計に要する経費。 

ウ 日本新三大夜景都市施設魅力向上事業              １，５８０万円

（他に債務負担２，０６０万円）

本市の重要な夜景スポットである皿倉山展望台のトイレ改修及び日本夜景遺産

スポットの案内板整備に要する経費。 

エ 歴史的建造物耐震改修事業                      １，４８０万円 

重要文化財の旧門司三井倶楽部の耐震補強・保存修理の増工に要する経費。 

オ 社会福祉施設等施設整備事業                   ３億４，４８５万円 

障害者支援計画に基づき、地域での障害者の住まいの場や日中活動の場を整備す

るため、障害者施設の整備費用を一部補助する経費。 



４ 

（４）９月補正予算案の規模と財源内訳（一般会計）  

９月補正予算案計上額（一般会計）             ９８．９億円 

   （うち新型コロナウイルス感染症に対応する本市の支援策  ８５．６億円） 

 【財源内訳】 

  国県支出金                        ９０．９億円 

   （うち新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金   ３．２億円） 

  地方債                           １．２億円 

  その他特定財源                       ０．５億円     

一般財源（令和３年度決算剰余金の活用）           ６．３億円 

２ 特別会計補正予算案 ２５億５，３１８万円 

（１）卸売市場特別会計 １，０４７万円 

    人手不足等への対策として、市場関係者による農作物等の自動選別機や加工用機械

等の導入費用の助成に要する経費。 

（２）介護保険特別会計 ２５億４，２７１万円 

    令和３年度決算に伴う国・県への返還金及び介護給付準備基金への積立金に要する

経費。 

３ 企業会計補正予算案 ５，７１０万円 

（１）交通事業会計 ５，７１０万円 

PCB 廃棄物処理事業の継続に伴う、若松区を中心とした地域振興策の一環として、

市営バスに EV バスを導入し脱炭素の取組を推進するための経費。 

４ 繰越明許費 １８億８，０８０万円 

道路、街路事業などにおいて、関係機関との協議等に日時を要したことなどの理由

により、年度内の事業の執行ができない見込みのものについて、全会計で１８億 

８，０８０万円を繰り越すもの。 


